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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～  （文責:校長 菅家 篤） 

 

 

 

 

 

 

 

 ある調査によると、「ありがとう」という言葉は日本人が選ぶ最も美しい言葉にあげられていまし

た。このような日本人の感性は、子どもたちの感性にも影響を与えます。子どもたちも「ありがとう」

という言葉にポジティブな印象を持っていることでしょう。 

心理学の考え方の一つとして「貢献感」が幸福の本質として挙げられることがあります。「ありが

とう」と言われる子どもたちは、自分が他者に貢献できているという感覚を持つことでしょう。「あ

りがとう」の言葉は、言う方も気持ちが良いし、言われる方も気持ちが良いものです。「ありがとう」

のシャワーがいっぱい降り注ぐ、そんな磐梯一小にしたいと思っています。 

 

 

 

 

「ありがとう」のシャワーがどのくらい降り注いでいるかを表す“ありがとうメーター”

のボードを児童玄関ホールに設置しました。学校生活の中で、「ありがとう」の言葉を交わす

ことができた人は、シールを１日１枚、集計用紙（シャワーの水玉）に貼っていきます。 

「ありがとう」は、言えばとってもいい気持ちになり、言われればさらにいい気持になる

素敵な言葉です。１日の中で「ありがとう」の言葉を交わす場面はたくさんあります。ただ

単に「ありがとう」を言えばいいということではなく、心からの「ありがとう」を、自然と

交わし合えるようになってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０，０００の 

ありがとうシャワーを 

めざします！ 


